
『
和
漢
郎
詠
集
』
所
牧
唐
詩
波
線
補
一
訂
同

-
一

O
四

番

一

a

峡
中
の
石
上
に

粉
、
昭
君
村
綿
翠
於
盾
」

O
一
川
和
十
四
年
(
八
一
九
〉
…
一
一
丹
、
作
者
四
八
歳
、
忠
苅
ハ
西
川
省
忠

鯨
a

一
一
一
帆
の
上
流
に
あ
る
。
六
七
番
参
照
)
へ
刺
史
と
し
て
赴
江
比
す
る
途

中
の
作
(
花
芳
・
朱
〉
。
締
村
吋
考
讃
』
に
、
「
挟
中
は
亙
峡
の
中
な
ち
L

し

き

と
あ
る
。
忍
映
と
は
、
一
般
に
灘
北
省
梯
蹄
蘇
付
近
か
ら
上
流
の
本
一
山

付
近
に
護
る
挟
谷
を
払
判
。
後
述
す
る
亙
女
廟
や
昭
君
村
の
位
置
を
考

え
れ
ば
、
立
芸
品
』
の
読
は
安
設
で
あ
ろ
う
。
王
拾
遺
づ
白
岩
易
博
』

〈
校
四
人
民
出
版
註
、
一
九
八
五
年
、
一
六
九
頁
〉
に
は
、
豆
山
に
つ
い
た

と
き
、
一
利
女
廟
を
参
拝
し
、
詩
を
峡
中
の
石
に
題
き
つ
け
た
と
す
る
。

ち
な
み
に
、
自
賠
易
が
江
苅
〈
江
西
省
九
江
市
)
可
罵
か
ら
忠
州
新
史

に
昇
準
し
た
の
は
、
蓄
友
の
の
謹
力
に
よ
る
。

。

ニ

句

は

、

の

花

や

昭

君

村

の

椀

を

、

車

女

125 

す
」
「
本
一

花
紅
似

『
和
護
謡
詠
雄
衆
恥
所
取
唐
詩
注
繋
捕
訂
同
ハ
植
木
〉

植

久

行

木

の

紅

粉

、

昭

君

て

形

容

し

た

L

も
の
ハ
柿
村
『
要
解
b
o

一
長
女
鱗
と
は
、
楚
の
雲
雨
の
契
り
で
知
ら
れ
る
一
度
山
の
一
線
女

を
ま
つ
る
覇
の
名
。
…
騨
女
窮
・
一
押
女
桐
・
朝
一
中
山
間
窮
・
一
紳
女
館
・
一
郎
一
山
覇

な
ど
と
も
い
う
。
紳
女
峰
ハ
亙
山
十
一
…
脇
陣
の
一
〉
の
鍔
岸
に
あ
っ
て
、
正

面
に
一
郎
一
山
の
蜂
々
を
室
む
〈
南
京
の
控
湯
『
入
萄
記
』
巻
六
、
十
月
二
十
一
一
一

ハ
3
〉

自
の
僚
〉
。
つ
ま
り
、
亙
女
廟
は
長
江
の
南
岸
に
あ
っ
た
(
亙
出
十
一
一

斡
時
す
べ
て
北
岸
〉
む
そ
の
壁
に
題
さ
れ
た
持
は
、
唐
代
、
す
で
に
千
首

を
超
え
た
と
い
う
ハ
惑
わ
造
語
『
雲
錯
友
議
い
巷
上
、
豆
一
話
難
の
煉
〉
。

。
〔
紅
似
粉
〕
一
一
句
は
詩
句
で
あ
り
、
「
似
L

法
下
旬
の
「
於
」
と

封
を
な
す
辻
較
の
助
字
。
前
揚
の
七
五
番
参
照
。
し
た
が
っ
て
、
語
法

的
広
は
「
紅
に
し
て
粉
に
似
た
り
」
(
出
口
・
で
辻
な
く
、

一
色
粉
よ
り
も
紅
な
り
い
と
積
む
べ
き
で

と
還
り
霞
名
を
つ
け
る
の
が
正
し
い
。



12る

中
間
詩
文
論
叢

第
九
集

水

野

平

弐

天

と

日

本

文

ハ

自

黒

議

倍

、

一

九

内
部
泉
之
助
一
文
集
』
(
現
徳
出
鼓
社
、
一
九
六
六
年
〉
な
ど

が
み
な
従
う
通
読
で
も
あ
る
。
川
口
本
は
、
七
五
番
で
は
「
似
」
を

「
よ
り
も
い
と
譲
み
な
が
ら
、
本
詩
で
立
議
ま
な
い
。
た
だ
し
、
諜
は

「
紅
粉
よ
り
も
濃
い
紅
だ
L

と
、
比
較
に
課
す
ハ
大
曾
根
謬
も
比
較
に
詩

〈
れ
な
い

す
〉
。
と
こ
ろ
が
、
別
口
吋
文
庫
』
本
は
、
「
あ
ざ
や
か
な
征
色
で
、

突
入
が
愛
思
す
る
ほ
お
紅
の
告
に
似
て
い
ま
す
」

類
似
の
意
に
改
詳
し
た
の
は
理
解
で
き
な
い

G

。
〔
粉
〕
粉
に
は
白
粉
と
紅
粉
〈
朱
粉
・

ハ
5
)

り
(
『
倭
名
類
緊
鈴
』
省
一
四
、
議
飾
共
)
、

法
』
じ
「
粉
ハ
、

年)、

の

種

類

が

あ

こ
こ
で
拭
紅
粉
を
指
す

9

吋
抄

女
ノ
窮
ア
ル
花
ナ
レ
ハ
、
紅
粉
ニ
ヨ
ソ

ヘ
タ
ル
也
L

と
あ
る
。
の
説
照
撰
『
稗
名
』
巻
回
、
韓
首
錦
、
経

紛
の
僚
に
は
、
「
経
は
赤
な
り
。
粉
を
染
め
て
赤
か
ら
し
め
、
以
て
頼

る
な
り
一
と
あ
っ
て
、
参
考
に
な
る
。
ま

(
明
諜
出
版
社
、
九
七
四
年
〉
に
は
、

，、、

F 

、-

と
あ
る

紅
花
ハ
ベ
ニ
バ
ナ
〉
の
液
を
粉
に
和
し

J

(
ベ
エ
と
斡
ハ
オ
シ
ロ
イ
〉
と
の
二
物
と
す
る
の
辻
誤

り

。

「
紅
器
」
を
一
物

い
ま
、
そ
の
ニ
例
を

そ
し
て
、
担
句
構
造
か

な
る
粉
〉
と
し
て
用
い
た
も
の
を
ふ
ハ
例
あ
げ
る

G

参
考
に
供
す
る
ハ
治
り
骸
名
は
省
略
〉
。

汗

軽

紅

粉

潔

坐

久

翠

眉

愁

紅、
粉、

春
般
賢
鏡
催

梁

(
「
詠
歌
詩
」
〉

を

と
く
に
元
帝

るや

の
封
句
は
、
本
詩
の
先
有
例
と
し
て
も

な
お
、

の
僚
に
は
、

る。



。

〔

昭

君

村

〕

の

元

帝

(

前

四

九

J
前一一一一一一年在

位

〉

の

後

宮

に

い

の

こ

と

。

大

曾

根

注

参

照

。

昭

君

の

生
地
は
、
今
の
湖
北
省
興
山
懸
域
の
南
郊
民
あ
る
賓
汗
村
。
一
ぷ
一
女
の
崩

よ
り
は
下
流
で
、
長
江
の
北
山
障
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
白
居
易
は
ま

ず
舟
を
梯
諦
に
停
め
て
昭
君
村
を
訪
れ
た
ら
し
い
ハ
王
『
系
年
h

…一一一回

頁
)
。
現
在
も
な
お
、
昭
君
井
・
昭
君
蓋
な
い
の
遺
跡
が
残
り
、
講
談

吐
・
中
関
人
民
美
描
出
版
社
『
新
中
醤
の
藤
川
〈
…
九
八
六
年
〉
八

頁

に

は

、

の

寓

員

を

牧

め

る

。

主

編

〈

上

海

藤

議

出

肢

註

、

王
昭
君
は
、ハ議〉

が

こ

も

っ

た

み

ど

り

な

い

い

、

そ

れ

に

て

は

、

か
な
み
ど
り
、
み
ず
み
ず
し
い
り
、
に
お
う
み
ど
り
、
ゆ
ら
め

く

み

ど

り

、

と

い

つ

よ

う

で

あ

る

。

ぺ

線

水
」
「
議
野
」

し
て
、

が
、
「
緩
L

「
翠
嵐
」

の
代
的
語
棄
に
な
る
の

な

ど

の

語

棄

が

、

の

惑

費

を
よ
く
生
か
し
た
も
の
広
な
る
。

自
居
易
「
挟
中
の
省
上
に

知
老
去
風
情

-
少
、
見
比
争
無

O

一O
盟品

。
〔
風
情
〕

居
易
平

少
な
く
、

一
九
八

年
)
七
五
八
貰

(
一
九
八
六
年
〉
一
六

引
』
(
中
闘
按
潜
出
抜
祉
、
一
九

海
北
人
民
出
援
社
繍
・
時

頁
以
下
、
李
文
芳
踊
著
『
中
間
名

八
七
年
〉
五
九
六
頁
以
下
左
ど
参
照
む

O
〔
翠
〕
麗
伐
流
行
し
た
翠
黛

較
す
る
。
歯
時
の
震
ず
み
は
、
イ
ン
ヂ
ィ
ゴ

た
染
料
)
や
ラ
ピ
ス
と
フ
ズ

i
ヲ

す
る
感
動
・
…

詩
(
巷
初
、
議
集
悲
日
〉
に
、

と
あ
-
る
。

-
興
味
な
ど
。
白

じ
て
風
習

の

翠

と

椀

比

(
イ
ン
ド
産
の
植
物
か
ら
取

ア

フ

ガ

ニ

ス

タ

ン

東

ほ
と
ん
ど
な
い
意
。

。
〔
少
〕

O
〔
争
〕
「
ど
う
し
て

:ι

に
患
い
る
。
太
田
辰
夫

武
文
法
試
課
」
(
町
中
間
謡
史
通
考
』
自
帝
祉
、
…
九
八
八
年
摂
取
〉
に

ば
、
詩
に
多
制
さ
れ
る
が
、
初
盛
唐
期
に
は
き
わ
め
て
繕
で
、
晩
麗
五

代
の
作
家
に
多
い
と
い
う
ハ
十
四
人
の
詩
人
の
例
を
一
つ
ず
つ
あ
げ
る
〉
。

と
ほ
ぼ
同
義
の
皇
富
士
芸
品
い
〉
宋
代
の
人
は
忽
を
用
い
、
唐
代

の
み
を
用
い
た
と
さ
れ
る
(
張
栢
『
詩
語
説
話
僻
盤
調
停
』
巷

北
を
主
産
地
〉
を
材
料
と
ハ
国
錐
形
の
黛
の
か
た
ま
り
〉
で
あ

ハ
6
V

っ
た
ら
し
い
。
「
翠
」
は
、
つ
や
や
か
な
深
い
感
じ
の
色
島
い
を
い
う

鈴
木
彦
次
『
人
生
有
情
i
警
策
の
こ
ハ
東
京
書
籍
、
九
七
七
年
)

議
事
・
験
強
・
翠
陰
い
の
ゆ

「
議
」
は
、
こ
い
み
ど
り
、

に
い
う
、

の

こ
く
の
あ
る
み
ど
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー

127 

吋
和
讃
朗
詠
集
』

〈
植
木
〉
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中
歯
詩
文
論
叢

第
九
集

二
、
議
場
。
の
接
〉
。
ま
た
、
内
田
道
夫

中
心
に
」
令
中
間
語
悪
い
人
密
、
九
五
九
年
〉

け
て
、
「
曾
・
持
↓
争
;
忽
」

に
つ
い
て

i
六
朝
時
代
を

川
、
古
代
か
ら
近
世
に
か

と
推
瀦
す
る
。

-
水、

O
大
和
八
年
ハ
入
三
四
〉
、
作
者
六

五〉。

を
招
く
い
「
池
色
務
溶
藍
染

一
四
番

活
陽
で
の
作
(
花
房
・
朱
・

は
、
同
祭
の
張
仲
方
ハ
七
六
・
一
ハ

l
人
一
一
一
七
。
張
九
齢
の
弟
、
九
醐
平
均
曾
孫
。
学
は
靖
之
〉
。
白
居
易
の
「
唐

故
銀
青
党
時
大
夫
・
秘
書
監
・
曲
江
藤
間
関
伯
・
贈
護
部
向
書
、
沼
揚

張
公
〔
件
方
〕
嘉
誌
銘
弁
序
」
ハ
巻
市
〉
傘
黙
。
詩
は
、
張
賓
客
を
碍
統
選

患
の
自
宅
に
招
く
作
。

。
〔
池
〕
襲
道
里
の
自
宅
内
の
泊
。
門
前
を
流
れ
る
流
水
、
「
狭
き

い
す
い

こ
と
需
の
似
き
」
〈
「
引
泉
」
詩
、
在
位
、
後
集
餐
2
〉
伊
水
の
清
流
を
山
引

き
入
れ
て
あ
っ
た

G

そ
の
大
き
さ
は
、
宅
地
十
七
畝
の
五
分
の
一
(
「
池

上
篇
」
序
、
響
的
)
と
さ
れ
る
が
、
「
春
池
に
泥
ぶ
」
詩
ハ
を
8
、
後

ー
〉
に
辻
、
「
煙
波
六
七
畝
L

と
あ
る
む
舟
を
誇
か
べ
て
棄
し
み
、

卒
橋
な
ど
が
架
か
り
、
池
を
め
ぐ
る
道
も
作
ら
れ
て
い
た
。
治

ハ
8
〉

〈
穀
物
倉
〉
、
北
に
は
書
庫
、
四
に
は
琴
事
が
建
つ
。

に
た
た
え
る
さ
ま
c

。

に

「

深

き

形

也

ヘ

ノ

清

ク

湛

へ

ん

リ
」
、
』
に
「
水
の
惑
な
る
貌
也
」
と
あ
る
。
白
詩
に
は
、

さ
ら
に
「
潜
水
は
総
に
し
て
溶
溶
た
り
」
〈
「
接
攻
撃
婦
、
附
畑
地
裁
右
丞
」

持
、
巻
5
〉
な
ど
一
ニ
例
が
あ
る
ハ
平
岡
武
夫
・
今
井
薄
麗
吋
自
民
文
集
歌
詩

索
引
』
に
接
る

G

以
下
、
『
索
引
h

と
略
す
る
〉
。

る
貌
」
、

白

西

〔

藍

染

水

〕

易

の

は

て

戯

れ

じ

李

部

中

に

鰭

ま

在

あ

ゐ

も

る
」
詩
ハ
巻
担
、
後
集
巻
ロ
〉
に
、
「
藍
に
藍
を
援
み
し
新
汁
の
位
に
伝

ハ
9
)

た

め

ら

〈

ん

て
、
君
が
南
宅
ハ
愛
喪
の
住
む
と
こ
ろ
?

)

J
鳴
に
羅
認
を
染
め
ん
」
と

あ
る
。
こ
れ
も
訟
の
水
を
監
の
色
に
た
と
え
る
。

。
〔
花
光
熔
熔
火
撲
春
〕
「
光
L

は
上
旬
の
色
と
ほ
ぼ
同
議
五

文
。
「
花
光
」
の
諾
は
、
李
白
の
詩
句
上
皇
西
巡
商
京
歌
十
鴬
」
其
三
〉

に
「
花
光
は
上
林
〔
苑
〕
の
紅
に
減
ぜ
ず
」
と
あ
る
。
「
揺
熔
」
は
、

コ
ハ
在
』
に
「
赤
キ
形
チ
ナ
ル
ヘ
シ
。
ホ
ノ
ヲ
〔
炎
〕
ト
ヨ
ム
也
」
と

え
ん
え
ん

あ
る
。
白
居
易
の
「
落
花
」
詩
ハ
蕊

O
番
〉
に
、
「
桃
競
り
て
火
談
談
、

あ
か

梨
聾
ち
て
雲
漠
漠
」
と
歌
わ
れ
る
上
旬
は
、
桃
の
紅
い
花
び
ら
が
ひ
ら

ひ
ら
と
、
火
の
よ
う
に
燃
え
た
ち
な
が
ら
舞
い
散
る
務
容
。
山
川
口
躍
に

す
も
も

「
わ
が
宿
の
桃
李
の
花
々

L

Q文
意
h

本
で
は
「
咲
き
み
ち
た
桃
や
李
の

花
L

〉
と
あ
る
が
、
李
は
白
い
花
で
あ
り
、
や
や
不
注
意
。
紅
い
花
の
燃

ひ
る
が

娼
に
た
と
え
る
白
詩
と
し
て
は
、
「
患
は
火
揺
を
翻
へ

ん
と
欲
す
」
ハ
「
出
石
溜
、
寄
元
九
」
奪
回
〉
、
「
火
樹
風

え
た
つ

し
て



あ
か緯

き
溶
か
一
概
へ

の
炎
が
春
を
焼
く

が
、
活
易
よ
り
も
少
し
字
い

し
ゃ
う
び

i
七
人
跨
〉
の
「
醤
畿
の
花
」
の
、

総
く
を
」
(
「
深
嘉
最
定
番
悲
蝶
、
位

q
，J

る
。
こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
擦
文
華
校
注

(
上
海
古
籍
出
薮
註
、
一
九
八
四
都
〉
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

来
り
て

と
き
わ
め
て
類
似

一
五
番
向
易
又
春
を
尋
ね
て
諸
家
の
関
林
に
題
す
〉
、

越
す
」
「
蓬
見
入
京
花
使
入
、
不
論
貴
賎
興
親
蹴
L

開
成
一
苅
年
(
八
一
一
二
ハ
〉
、
作
者
六
五
議
、
洛
陽
で
の
押
〈
詑
援
a

朱)。

太
子
少
侍
分
可
主
在
。
白
居
易
の
住
む
農
道
里
周
達
、
す
な
わ
ち
洛
陽

域
内
の
東
南
部
辻
、
伊
水
の
清
ち
か
な
女
流
を
利
用
し
た
名
閣
の
多
き

で
知
ら
れ
た
。
し
か
も
、
安
史
の
箆
後
、
東
都
議
揚
が
天
子
の
訪
れ
の

な
い
静
か
な
退
老
の
地
と
北
す
る
な
か
で
、
名
問
の
浩
成
法
急
増
す

る
。
北
宋
の
事
搭
非
『
迄
揚
名
閣
記
』
、
吋
唐
詩
の
風
土
h

九
一
頁
以

下
、
『
長
安
・
洛
揚
物
語
』
二
五
回
京
以
下
参
照
。
明
の
藤
嵐
玉
編

士
山
今
類
書
纂
要
h

懇
一
一
、
地
理
部
、
「
間
林
」
の
諜
に
は
、
「
中
に
事

喜
一
・
油
梁
・
詑
果
有
る
を
閣
と
日
ひ
、
平
地
に
議
木
有
る
慮
を
林
と
日

ふ
」
と
あ
る
。
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『
和
漢
朗
詠
集
』

(
植
木
〉

る
自
設
局
悼

の
問
、
え
そ
観
寺
・

と
い
う
。
本
詩

に
い
う
、

に
泉
石
・

生
簿
」
(
巻
鴻
〉
に
は
、
「
塔

の
園
梓
に
題
ず
い

み」
C

関
日
月
、

尋
ね

人
は
借
す

O
〔

便

〕

そ

の

に

、

そ

の

ま

ま

の

意

。

四
、
使
の
捺
に
「
郎
な
り
い
と
為
る
。

。
「
花
を
好
む
至
り
」
ハ
吋
考
控
与
な
る
態
度
段
、
盛
の
賀
知
章

晶

君

し

三
口
氏
氏
の
別
業
に
題
す
い
詩
に
、
「
主
人
招
議
ち
ず
、
棚
ず
る
辻
林

泉
の
震
な
り
」
の
接
地
と
も
通
じ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
円
そ
の
盛
ハ
故

と
な
る
菅
の
王
獣
之
の
故
事
(
名
露
の
持
主
と
は
一
面
識
も
な
か
っ
た
が
、

お
し
か
け
て
傍
若
無
人
に
庶
の
批
評
を
し
た
。
円
世
説
新
語
h

密
散
篇
)
を
思
い

起
こ
さ
せ
る
。

e 

の
宅
に
遁
、
ぎ
る
」

二

六

番

コ

克

が

家

流
水
無
心
白
人
池
」

(八一一一ニー

花
不

六
一
山
環
。
の
作
(
花
房
・

「
元
家
」
は
克
棋
の
家
、
一
は
洛
陽
域
内

生
ん
だ
履
…
…
加
盟
は
、
自
忌
易
の
い
る
履
道
呈

元
議
は
、
大
和
証
(
八
三
一
〉
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一
一
日
、
武
昌
(
湖
北
省
武
漢
市
)
で
浸
す
る
。
享
年
五
二
爵
。
本
詩
は
、

そ
の
翌
年
の
作
。
白
詩
「
予
と
徴
之
(
元
積
の
字
)
と
は
老
い
て
子
無

L
i
-
-
・
」
(
巻
泊
、
後
集
巻
目
)
の
原
注
に
は
、
「
徴
之
の
履
信
の
新
居

は
、
水
竹
多
き
な
り
」
と
あ
る
。

下
孝
萱
『
元
積
年
譜
』
四
八
四
頁
に
よ
れ
ば
、
履
信
坊
の
元
積
宅

か

け

い

は
、
大
和
三
年
(
八
二
九
)
、
五
一
歳
の
と
き
、
妻
の
父
、
章
夏
卿
の
奮

'
F
L
内
ノ

宅
を
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
元
積
は
か
つ
て
妻
の
章
叢
(
元
和
四
年

〔八

O
九
〕
浸
)
と
と
も
に
、
そ
の
邸
宅
に
偲
寓
し
た
こ
と
が
あ
る
。

大
和
三
年
、
湖
東
観
察
使
時
代
に
蓄
え
た
金
銭
で
、
首
時
浸
落
し
て
い

た
点
抜
の
家
屋
を
買
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
推
測
す
る

c

「
過
」
は
過

訪
の
音
山
、
た
ず
ね
る
、
訪
れ
る
こ
と
。

O
〔
不
ヨ
巴
柿
村
『
要
解
』
に
「
不
言
に
本
づ
き
、
灰
字
を
用
ひ

た
」
と
あ
る
。

O
〔
空
・
自
〕
空
は
、
『
六
注
』
に
「
イ
タ
ツ
ラ
ト
云
(
フ
)
義

也
」
、
『
詩
家
推
蔽
』
巻
上
に
「
コ
レ
パ
カ
リ
ニ
シ
テ
、
他
ナ
キ
ヲ
云
フ

辞
ナ
リ
」
と
あ
る
。
自
は
、
昔
な
が
ら
に
依
然
と
な
お
の
意
。
こ
の
場

合
、
「
猶
」
の
語
気
に
近
い
。
要
す
る
に
、
空
・
自
の
二
字
は
、
人
聞

社
舎
の
混
範
や
人
生
の
瞬
間
性
を
よ
そ
に
、
悠
久
不
出
現
の
姿
を
見
せ
績

け
る
自
然
の
非
情
な
形
容
に
頻
用
さ
れ
る
。

な
お
、
王
鋲
『
詩
詞
曲
語
辞
例
樟
』
(
増
訂
本
)
の
「
空
」
(
濁
・
自
の

意
、
情
態
を
表
す
副
詞
)
の
僚
に
は
、
劉
長
卿
の
詩
(
「
使
弐
安
陸
、
寄
友

人
」
)
の
「
孤
城
童
日
空
花
落
、
三
戸
無
人
白
鳥
時
」
を
あ
げ
て
、
空
と

自
は
同
義
互
文
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
李
華
の
「
春
行
興
を
寄

す
」
詩
の
「
芳
樹
無
人
花
自
落
、
春
山
一
路
鳥
空
暗
」
な
ど
を
あ
げ
、

静
か
な
状
態
や
境
地
を
表
す
働
き
を
も
っ
と
す
る
(
一
三
八
頁
)
。
こ
こ

も
、
そ
の
一
例
と
い
え
よ
う
。

O
〔
辞
樹
〕
『
六
注
』
に
「
辞
ハ
去
ル
義
也
」
と
あ
る
。

O
〔
無
心
〕
『
白
氏
文
集
』
で
は
「
無
情
」
に
作
る
。
「
無
情
」

は
、
悠
久
な
自
然
の
、
人
事
や
人
生
の
は
か
な
い
蟹
轄
に
封
す
る
非

情
・
無
情
さ
を
表
す
場
合
に
頻
用
さ
れ
、
「
無
心
」
の
語
感
と
は
や
や

異
な
る
。
白
詩
に
は
、
さ
ら
に
「
恨
み
有
り
て
頭
還
た
白
く
、
情
無
く

お

の

づ

し

ん

ゐ

し
て
菊
白
か
ら
黄
な
り
」
(
「
九
日
酔
吟
」
巻
口
)
、
「
濁
り
榛
泊
の
水
の

み
有
り
て
、
無
情
蓄
に
依
り
て
涼
し
」
(
「
宿
紫
陽
」
巻
幻
、
後
集
巻
1
)

な
ど
、
十
七
例
あ
る
(
『
索
引
』
)
。
李
白
の
「
段
淑
を
、
途
る
三
首
」
其
二

か

ぜ

お

に
は
、
「
流
水
無
情
に
去
り
、
征
帆
吹
を
逐
ひ
て
開
く
」
と
あ
る
。

ち
な
み
に
、
蘇
載
の
「
司
同
年
の
草
堂
」
詩
に
は
、
「
青
山
有
約
長
嘗

戸
、
(
脱
水
無
情
白
入
池
」
と
あ
り
、
後
句
の
文
字
は
白
詩
と
全
く
同
じ

で
あ
る
。

-
一
二
七
番

白
居
易
「
春
来
り
て
頻
り
に
李
二
賓
客
と
郭
外
に
同
遊



因
り
て
長
句
を
贈
る
」
「
朝
踏
落
花
相
伴
出
、

暮
随
飛
鳥
一
時

す。蹄」
O
開
成
元
年
(
竺
三
ハ
)
の
春
、
作
者
六
五
歳
、
洛
陽
で
の
作
(
花

房
・
朱
・
王
)
。
太
子
少
侍
分
司
在
任
。
郭
外
と
は
洛
陽
城
外
の
意
。
第

二
句
「
老
を
迭
り
春
を
錯
す
嵩
(
山
)
・
洛
(
水
)
の
間
」
に
よ
れ

ば
、
城
南
に
遊
ん
だ
の
で
あ
る
。
長
句
と
は
七
言
詩
の
こ
と
(
五
言
詩

は
「
短
句
」
)
。
三
浦
菅
『
詩
轍
』
巻
一
、
大
意
の
僚
に
、
「
白
詩
ニ
ハ
、

七
律
ヲ
屡
ミ
長
句
ト
稽
セ
リ
。
五
律
中
ニ
此
稽
ナ
シ
。
而
シ
テ
七
言
古

中
ニ
モ
、
長
句
ヲ
以
テ
稀
セ
シ
コ
ト
ア
レ
パ
、
只
七
言
ト
イ
フ
事
ナ
ル

ベ
シ
」
と
あ
る
。
ま
た
花
房
英
樹
「
白
氏
文
集
校
訂
儀
録
」
(
前
掲
)
に

も
、
「
嘗
時
、
『
長
句
』
は
、
七
言
律
詩
に
つ
い
て
多
く
い
わ
れ
て
い
た

が
、
白
居
易
は
七
言
で
あ
り
、
八
句
を
越
え
る
限
り
、
近
睦
に
も
古
睡
眠

に
も
用
い
て
い
た
」
と
指
摘
す
る
。

「
李
二
賓
客
」
に
は
、
太
子
賓
客
分
司
の
職
に
あ
っ
た
①
李
紳
、
②

じ
よ
う
し
ゅ
く

李
仰
叔
を
指
す
と
す
る
二
設
が
あ
る
。
朱
金
城
は
、
第
六
句
「
君
は

あ

ま

さ

是
れ
才
臣
山
豆
に
合
に
閑
な
る
べ
け
ん
や
」
に
も
と
守
つ
い
て
、
李
二
賓

客
は
李
二
十
賓
客
の
奪
文
と
考
え
、
李
紳
を
指
す
と
す
る
(
『
年
譜
』
二

七
O
頁
な
ど
)
。
李
紳
は
、
白
居
易
と
生
浸
年
を
同
じ
く
し
、
冗
談
を
い

い
あ
え
る
親
友
で
あ
っ
た
。
顧
問
学
韻
『
白
居
易
集
』
巻
お
の
校
注
も
同

じ
く
李
紳
と
す
る
。
花
房
英
樹
『
白
氏
文
集
の
批
剣
的
研
究
』
(
四
三
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『
和
漢
朗
詠
集
』
所
牧
唐
詩
注
樟
補
訂
日
開
(
植
木
)

二
頁
)
も
、
李
紳
と
見
な
す
よ
う
で
あ
る
。

他
方
、
写
仲
勉
『
唐
人
行
第
録
』
や
王
拾
遺
『
系
年
』
は
、
「
李
二

十
賓
客
」
の
奪
文
と
す
る
黙
は
全
く
同
じ
で
あ
る
が
、
李
白
叔
(
字
は

周
美
)
を
指
す
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
平
阿
武
夫
「
三
月
三
日
上
巳
洛

漬
修
棋
|
白
氏
歳
時
記
」
(
日
本
大
皐
『
漢
皐
研
究
』
第
十
六
・
十
七
合
併

競
、
一
九
七
八
年
)
は
、
紳
田
本
・
蓬
左
本
に
擦
っ
て
「
李
廿
二
賓

客
」
の
奪
文
で
あ
る
と
し
て
、
同
じ
く
李
仰
叔
を
指
す
と
す
る
。
堀
部

正
二
編
著
『
校
異
和
漢
朗
詠
集
』
(
大
皐
堂
書
居
、
一
九
八
一
年
)
に
よ
れ

ば
、
前
田
侯
爵
家
所
蔵
博
二
候
矯
氏
筆
本
と
岩
瀬
文
庫
所
蔵
延
慶
本
に

は
、
詩
題
を
「
春
来
輿
李
廿
二
賓
客
郊
外
同
遊
贈
之
」
に
作
る
。
李
紳

の
排
行
「
二
十
」
は
、
確
詮
が
あ
っ
て
動
か
な
い
。
つ
ま
り
、
李
仰
叔

の
排
行
は
「
二
十
」
で
は
な
く
「
廿
二
」
な
の
で
あ
ろ
う
。
卒
岡
読
の

ほ
う
が
ま
さ
る
。
こ
れ
は
、
『
唐
人
行
第
録
』
を
補
訂
す
る
貴
重
な
一

資
料
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

。
〔
一
時
〕
同
時
に
、
一
斉
に
、
そ
ろ
っ
て
。
『
集
注
』
に
「
李
と

同
じ
く
婦
る
也
」
と
あ
る
。
五
番
に
前
出
。
白
詩
に
は
四
十
例
あ
る

(
『
索
引
』
)
。
王
鋲
『
詩
詞
曲
語
辞
例
理
』
(
増
訂
本
)
、
温
度
義
『
唐
宋

詞
常
用
詞
辞
典
』
(
内
蒙
古
人
民
出
版
社
、
一
九
八
八
年
)
な
ど
参
照
。

O
〔
蹄
〕
『
白
氏
文
集
』
に
「
還
」
に
作
る
の
が
正
し
い
。
「
鯖
」

で
は
、
他
の
韻
(
顔
・
間
・
閑
・
山
)
と
合
わ
な
い
。
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-
一
三
三
番
白
居
易
「
元
員
外
の
、
三
月
三
十
日
慈
恩
寺
に
て

あ
ひ
お
も

相
憶
ひ
て
寄
せ
ら
る
る
に
酬
ゆ
」
「
慎
掌
慈
恩
三
月
輩
、
紫
藤
花
落
鳥

閲
関
」O

元
和
十
二
年
(
八
一
七
)
、
作
者
四
六
歳
、
江
川
(
江
西
省
九
江
市
)

で
の
作
(
花
房
・
朱
)
。
江
州
司
馬
在
任
。
た
だ
し
、
同
年
の
三
月
は
小

の
月
で
あ
り
、
「
三
月
三
十
日
」
は
な
い
(
『
唐
代
の
暦
』
な
ど
)
。
あ
る

い
は
「
二
十
九
日
」
の
誤
り
か
。

「
元
員
外
」
は
、
岡
村
繁
『
白
氏
文
集
』
三
(
竹
村
則
行
執
筆
)
に

「
名
不
詳
」
と
す
る
が
、
金
部
員
外
郎
の
元
宗
簡
を
指
す
。
同
じ
元
和

十
二
年
作
の
「
書
に
代
ふ
」
(
巻
目
白
)
に
「
金
部
元
八
員
外
」
と
見
え
る

人
物
で
あ
る
(
朱
『
筆
校
』
)
。
前
掲
『
校
異
和
漢
朗
詠
集
』
に
よ
れ
ば
、

前
田
侯
爵
家
所
蔵
博
二
候
篤
氏
筆
本
と
岩
瀬
文
庫
所
蔵
延
慶
本
の
二
書

は
、
「
酬
元
八
三
月
対
日
慈
思
寺
見
寄
」
と
題
す
る
。
『
私
注
』
『
六
注
』

に
「
元
十
八
」
に
作
る
の
は
、
一
三
七
番
の
そ
れ
と
混
同
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
「
十
」
は
街
字
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
元
員
外

を
、
川
口
注
(
同
『
文
庫
』
本
)
や
小
島
憲
之
「
む
つ
か
し
い
か
な
や

古
今
集
」
(
岩
波
書
庖
刊
『
新
日
本
古
典
文
早
大
系
』
月
報
2
、
一
九
八
九

年
、
第
五
巻
の
付
録
)
に
「
元
積
」
(
排
行
は
九
)
を
指
す
と
す
る
の
は
誤

り
。
柿
村
『
考
詮
』
が
す
で
に
誤
る
。
元
棋
は
、
元
和
十
年
(
八
一
五
)

三
月
か
ら
元
和
十
三
年
各
ま
で
、
、
通
州
(
今
の
四
川
省
)
の
司
馬
に
在
任

し
(
木
孝
萱
『
元
横
年
譜
』
、
花
房
・
前
川
『
元
積
研
究
』
所
牧
の
「
年
譜
」
)
、

都
長
安
に
は
い
な
い
。

慈
恩
寺
は
五
二
番
の
注
参
照
。
川
口
注
に
「
長
安
の
朱
雀
街
に
あ

り
」
と
す
る
の
は
諜
り
。
慈
因
仙
寺
の
あ
る
音
昌
坊
は
、
朱
雀
街
(
長
安

城
の
中
央
を
南
北
に
つ
ら
ぬ
く
、
幅
約
一
五

0
メ
ー
ト
ル
の
メ
イ
ン
・
ス
ト
リ

ー
ト
)
と
は
直
接
面
し
な
い
。
ま
た
寺
の
建
立
を
「
六
四
六
(
唐
貞
観

二
十
)
年
」
と
す
る
の
も
誤
り
。
「
六
四
八
(
唐
貞
観
二
十
二
)
年
」
に

訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
「
西
塔
六
級
、
高
さ
三
百
尺
」

も
不
適
切
。
白
居
易
の
生
存
し
た
嘗
時
、
す
で
に
七
級
で
あ
っ
た
(
『
文

庫
』
本
も
み
な
同
じ
く
誤
る
)
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
大
雁
塔
で
あ
る
。
一

読
に
、
十
層
で
あ
っ
た
と
も
い
う
。

。
〔
慎
控
古
思
い
き
れ
ず
、
遠
く
を
眺
め
や
る
。
な
ご
り
惜
し
く

眺
め
や
る
意
。
白
詩
の
頻
用
語
(
さ
ら
に
二
二
例
あ
る
。
『
索
引
』
)
。
南
斉

な

ぎ

さ

は

ん

れ

い

り

ょ

う

の
謝
跳
「
新
亭
の
渚
に
て
沼
零
陵
に
別
る
る
詩
」
に
、
「
穆
を
停
め
て

我
慢
掌
す
」
と
あ
る
(
『
文
選
』
巻
却
)
。

。
〔
三
月
童
〕
白
詩
に
八
例
現
れ
る
詩
語
。
卒
阿
武
夫
「
三
月
蓋

|
白
氏
歳
時
記
」
(
前
掲
)
に
い
う
、

卒
安
の
歌
よ
む
人
た
ち
に
三
月
査
の
言
葉
を
教
え
、
や
よ
ひ
の
つ

ご
も
り
を
歌
に
さ
せ
た
の
は
、
白
居
易
の
よ
う
で
あ
る
。
彼
ら
は
直

接
に
『
白
氏
文
集
』
か
ら
、
あ
る
い
は
間
接
に
『
白
氏
文
集
』
を
引



ら
、
こ
の
題
材
を
汲
み
上
、
げ
た
よ
う
い
や
、

正
に
そ
う
に
ち
が
い
な
い
。
と
い
う
の
段
、
こ
の
そ
し
て
と

れ
を
詩
に
表
環
ず
る
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
白
岩
易
の
猫
壇
上
な
の
で

あ
る
。
殺
は
し
ば
し
ば
三
月
患
を
い
う
(
八
例
の
詩
句
は
省
略
〉
。

自
賠
易
が
こ
う
し
て
一
一
一
月
議
を
し
き
り
に
い
う
の
に
反
し
て
、
後

と
共
に
並
べ
鴇
せ
ら
れ
る
窟
の
代
表
詩
人
、
本
一

d

良
・
社
甫
・
韓
懲
ら

の
作
品
に
は
、
一
一
一
月
壷
の
言
葉
は
つ
い
に
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
も

と
よ
り
円
文
選
』
の
言
葉
で
は
な
い
。
自
居
島
の
持
の
梧
手
で
あ
る

ハ
初
)

一

克

議

は

ど

う

か

。

そ

の

詩

に

も

な

い

。

同
論
文
は

3
・v

寸
日
暮
」
「
自
晩
い

葉
を
伴
う
て
、
槽
し
む
心
を

一
一
一
汗
識
と
い
う
一
一
一
一
口
葉
は
、

時
の
人
人
に
強
烈

あ
っ
た
。

る。

わ
が
春
が
謹
き
る
と
い
う
こ
と
を
、

せ
、
設
し
く
感
需
を
ゆ
さ
ぶ
る
も
の
で

と
も
指
摘
す
る
。

O
〔
紫
藤
〕

黙
に
つ
い
て
、

し一 一・
郎
， 

富里寄
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『
和
漢
朗
詠
集
恥
所
牧
唐
詩
詮
態
論
訂
帥
〈
植
木
)

第
六
紙
「
酬
一
克
八
員
外
一
一
一
月
舟
日
慈
悶
仙
寺
梧
穣
見
寄
」
の

花
落
鳥
爵
と
い
の
「
藤
」
の
字
を
、
宋
桜
以
下
は
と
も
に
「
に

作
っ
て
ゐ
る
。
し
か
し
同
じ
く
惑
恩
寺
に
関
す
る
詩
で
あ
る
第
一
紙

の

」

に

も

「

紫

藤

花

下

漸

黄

昏

」

と

あ

っ

に
差
異
が
な
い
む
さ
ら
に
千
載
能
付
や
和

脚
立
化
落
の
匂
も
同
じ
で
あ
り
、
東
大

(
一
二
七
四
〉
書
寓
の

白
氏
の

て
ゐ

の
文
永
十

集
要
文
抄
に
も
「
藤
」
に
作
っ
て
み
る
の
で
、

「
藤
い
で
為
っ
た
と
考
へ
る
べ
き
で
為
ら
う
。

強
方
、
「
紫
摂
」

の
文
字
を
家
形
と
見
な
す
説
が
あ
る
。

一
文
考
」
(
『
中
古
文
壌
と
議
文
率
五
』
設
+

八
七
年
〉
に
は
、
衣
の
ご
と
く
い
う
、

円
白
氏
長
慶
集
い
巷
十
一
一
一
三
二
月
三
十
日
題
懇
恩
寺
の

春
時
留
不
得
、
紫
藤
花
下
漸
黄
昏
」
に
見
ら
れ
る
慈
患
寺
の
藤
の
イ

メ
ー
ジ
れ
た
詑
惇
か
む
あ
る
い
は
景
の
世
間
き
か
え
か
。
『
枕

の
段
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
拐
の
花
は
平
安

っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
そ
に
あ

椀
瀬
主主

九代

「
木
の
花
は
い

朝
人
の
美

ろ
う
。

「
む
つ
か
し
い
か
な
や
古
今
集
い
に
も
、
い
う
、

「
紫
藤
い
「
紫
網
」
に
作
る
。
こ
れ
は
岳
岩
易
自
ら
の
改
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中
園
詩
文
論
叢

第
九
集

作
か
、
書
寓
者
の
改
作
誤
記
か
、
未
詳
で
あ
る
が
、
朗
詠
す
る
う
ち

に
「
桐
」
が
「
藤
」
に
襲
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
文
字
の
異
同
に
つ
い
て
、
卒
阿
武
夫
「
白
居
易
と

寒
食
・
清
明
」
(
『
東
方
皐
報
』
京
都
・
第
四
一
加
、
一
九
七
O
年
)
は
、
き

わ
め
て
注
目
す
べ
き
褒
言
を
す
る
。
桐
の
花
は
、
三
月
上
旬
の
節
気

「
清
明
節
」
(
二
十
四
節
気
の
一
)
に
咲
く
花
で
あ
り
、
三
月
量
の
花
で

は
な
い
(
白
詩
「
桐
花
」
「
窓
口
桐
花
詩
」
)
と
。
そ
し
て
失
の
ご
と
く
い

〉
内
ノ
、

宋
本
・
馬
本
・
在
本
・
全
唐
詩
本
、
そ
し
て
高
麗
本
・
那
波
本
も
、

す
べ
て
が
「
紫
桐
花
」
に
作
る
。
し
か
し
三
月
三
十
日
、
蒲
生
つ
ご

も
り
を
い
う
の
に
、
た
と
え
落
花
で
あ
る
に
し
て
も
、
こ
の
清
明
の

花
を
貼
出
す
る
こ
と
は
白
居
易
ら
し
く
な
い
。
果
せ
る
か
な
、
日
本

の
奮
紗
本
は
、
宗
性
の
抄
本
も
蓬
左
文
庫
の
校
す
る
本
も
「
紫
藤

花
」
に
作
る
。
紫
藤
花
は
「
三
月
三
十
日
題
慈
恩
寺
」
に
「
伺
慎
春

闘
留
不
得
、
紫
藤
花
下
漸
黄
昏
」
と
い
う
よ
う
に
、
ま
さ
し
く
「
三

月
蓋
」
の
花
で
あ
る
。
白
居
易
の
季
感
と
季
語
の
使
い
方
は
、
俳
句

に
お
け
る
が
如
く
確
か
で
あ
る
。

筆
者
は
、
卒
岡
説
こ
そ
説
得
力
を
も
っ
と
考
え
る
。
紳
田
・
卒
岡
読

に
し
た
が
っ
て
、
「
紫
藤
」
こ
そ
『
白
氏
文
集
』
の
原
形
と
考
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

O
〔
鳥
関
関
〕
関
闘
は
、
『
詩
経
』
周
南
「
閲
雄
」
の
毛
俸
に
「
和

聾
な
り
」
と
あ
る
。
『
六
注
』
に
は
、
「
頻
-
一
鳴
ク
事
也
」
と
い
う
。
白

詩
に
は
も
う
一
例
、
「
何
物
か
我
を
呼
び
莞
ま
す
、
伯
第
(
も
ず
)
聾

閥
閥
た
り
」
(
「
春
眠
」
巻
6
)
が
あ
る
。
卒
阿
武
夫
コ
二
月
壷
」
(
前
掲
)

に
、
「
藤
の
花
が
咲
い
て
散
り
こ
ぼ
れ
る
こ
ろ
、
そ
こ
に
飛
ん
で
来
て

関
闘
と
よ
ろ
こ
び
鳴
く
鳥
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
は
子
規
か
」

と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
推
測
は
穏
嘗
で
は
な
い
。
唐
詩
の
世
界
で

は
、
子
規
(
杜
鵠
)
は
長
江
中
流
域
を
中
心
と
し
た
南
方
の
鳥
で
あ

る
。
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
ほ
と
と
、
ぎ
す
の
う
た
l

杜
鵠
と
郭
公
を
め
ぐ
っ

て
」
(
『
比
較
文
皐
年
誌
』
〔
早
稲
田
大
皐
〕
第
一
五
競
、
一
九
七
九
年
)
、
「
唐

詩
に
詠
ま
れ
た
南
北
の
風
土

i
惇
統
的
世
界
観
と
南
北
二
分
法
の
覗
黙
を

通
し
て
」
(
弘
前
大
皐
人
文
皐
部
特
定
研
究
報
告
書
『
文
化
に
お
け
る
「
北
」
』
、

一
九
八
九
年
)
参
照
。
ち
な
み
に
、
『
私
注
』
に
は
「
開
聞
は
、
鷺
の
鳴

く
貌
な
り
」
(
『
抄
注
』
も
同
じ
)
と
い
う
。
必
ず
し
も
鷺
に
限
定
で
き

な
い
が
、
子
規
よ
り
は
よ
い
。

-
一
三
七
番
白
居
易
「
元
〔
十
〕
八
の
渓
居
に
題
す
」
「
晩
薬
向
開

紅
鄭
踊
、
秋
房
初
結
白
芙
蓉
」

O
元
和
十
一
年
(
八
二
ハ
)
、
作
者
四
五
歳
、
江
州
で
の
作
(
花
房
・

朱
)
。
江
州
司
馬
在
任
。
「
元
八
」
は
、
江
州
で
知
り
あ
っ
た
友
人
、
河



「
一
克
十
八
」
〈
一
苅
集
鹿
〉
の
奪
文
で
あ
り
、
蔀
長
安
に
い
た

ハ
」
ハ
一
克
也
京
龍
)
の
こ
と
で
は
な
い
。
『
私
注
』
設
い
で
は
、
正

し
く
「
題
元
十
八
襟
岩
」
に
作
り
、
さ
ら
に
『
校
異
和
漢
朗
詠
集
』
に

よ
れ
ば
、
前
田
侯
爵
家
所
蟻
博
二
筏
借
地
氏
策
本
と
岩
瀬
文
庫
軒
藤
延
藤

本
も
つ
苅
十
八
」
に
作
る
。
こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
柿
村
『
考
謹
h

や
、
ヰ
仲
勉
吋
寝
入
行
第
録
』
〈
前
掲
〉
閥
、
五
頁
、
朱
吋
年
譜
』
八
三

買
な
ど
に
指
擁
さ
れ
る
。
別
口
『
文
庫
恥
本
も
、
山
石
技
・
大
系
本
の
誤

り
を
自
ら
訂
正
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
関
村
繁
吋
自
民
文
集
』
コ
一
〈
竹
村

別
行
執
筆
〉
は
コ
克
八
」
ハ
名
は
京
簡
〉
に
作
る
の
が
正
し
く
、
後
引
の

白
詩
「
題
一
五
十
八
議
事
」
の
「
十
」
を
誤
り
と
見
な
す
ハ
一
一
一
八
回
一
員
〉
。

そ
の
設
の
論
援
は
未
詳
で
あ
る
が
、
賛
同
で
き
な
い
。
な
お
、
大
曾
根

本
の
「
典
機
一
費
」
に
「
一
克
八
が
議
居
に
題
す
」
と
し
て
、
そ
の
脱
字

を
指
摘
し
な
い
の
も
不
窺
拐
で
あ
る
。

一
川
集
農
は
、
朱
『
境
技
い
に
引
く
『
産
山
官
官
巻
九
に
い
う
、
「
河

南
の
入
時
点
完
・
一
克
和
の
問
、
地
合
避
け
て
農
山
に
来
り
て
、
梧
辞
潤

ハ
石
牛
山
の
南
l
朱
金
援
の
読
)
に
語
る
。
由
業
天
、
江
州
に
在
り
し

時
、
常
に
興
に
往
来
す
」
と
。
白
詩
「
元
十
八
の
浜
亭
に
題
す
」
〈
巻

7
v

、
「
亭
は
鷹
山
の
東
南
の
五
老
峰
下
に
在
り
」
と
あ

せ
ん
く
わ
ん

す
れ
ば
、
譲
渡
と
し
て
襲
ハ
本
藤
〉
耳
に
痛

に
、
五
老
蜂
付
近
は
著
名
な
隠
棲
地
で
あ
っ

りて
り
」
と
歌
う
c
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明
和
漢
朗
議
集
』
所
牧
購
持
控
韓
補
訂
僧
(
様
木
〉

在
五
、
揚
衡
ハ
ム
ハ
五
七
番
の
作
者
〉
の
繰
器
照

一
九
八
九
年
刊
第
二
器
〉
参
照
。

主
ハ
注
h

に
ぺ
春
ノ
暮
ノ
花
ナ
ル
故
ニ
云
?
と
と

・
雄
し
べ
を
指
す
が
、
こ
こ
で
は
花
の
意
。
「
自

記
作
る
が
、
「
薬
い
の
ほ
う
が
覆
る
よ
う
で
あ

た
ハ
中
華
書
局
、

る氏
。文

集

一寸

挽
葉、
L 

と
け
ん
か

O

ツ

ツ

ジ

・

サ

ツ

キ

の

山

石

槙

・

・

柱

鵠

花

ほ

と

と

ず

す

て

い

け

つ

る

か

・
山
麓
燭
と
も
い
い
、
杜
鵠
の
培
車
に
よ
っ
て
紅
く
染
ま
っ
た
花
の
イ

メ

i
ジ
を
も
っ
。
描
稿
叶
ほ
と
と
、
ぎ
す
の
う
た
i

杜
鵠
と
襲
公
を
め
ぐ
っ

て
い
公
附
掲
〉
饗
娘
。
『
六
注
』
に
は
、
そ
の
名
の
由
来
を
、
平
十
ハ
、
ツ

ツ
シ
ヲ
食
シ
テ
、
必
ス
フ
シ
マ
ロ
ン
テ
死
ス
。
此
レ
羊
ノ
毒
薬
生
。
故

ニ
フ
シ
マ
ロ
プ
ト
議
〈
ム
〉
也
」
と
説
明
す
る
。
欝
鱗
は
一
般
に
つ
初

夏
の
花
い
ハ
川
口
誼
〉
で
は
な
く
、
吋
六
注
』
に
指
摘
さ
れ
る
ご
と
く
、

晩
春
に
開
く
べ
き
花
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
同
年
作
の
出
詩
「
山
石

接
、
一
五
九
ハ
議
〉
に
寄
ず
い
詩
〈
巻
ロ
〉
に
、
叶
九
江
三
月
杜
鵠
来

る
、
一
盤
強
し
得
て
一
枝
問
問
く
い
と
あ
る
。
『
新
理
恥
に
い
う
、
「
も
と

晩
春
初
一
患
の
候
に
花
開
く
も
の
な
れ
ど
、
山
間
の
窓
谷
に
あ
り
て
遣
れ

て
開
け
る
花
な
れ
ば
、
晩
礎
向
関
と
い
へ
り
い
と
。

。
〔
秋
一
厨
初
結
・
:
〕
秋
…
加
の
援
は
蓮
房
ハ
落
花
後
の
、
蓬
の
賓
を
合

事

て

な

か

た

く

む
蜂
の
巣
肢
の
外
包
〔
花
托
)
、
韓
乙
て
、
賓
の
音
。
、
川

秋
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中
間
詩
文
論
叢

第
九
集

の
花
ぶ
さ
」
(
『
抄
詮
何
も
司
じ
〉
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
陶
灘
明

は
す
た

「
雑
詩
十
一
一
首
」
其
一
一
一
に
、
「
昔
は
一
一
一
春
の
薬
焦
れ
ソ
し
に
、
今
立
秋
の

謹
一
腰
と
作
る
い
と
あ
り
、
白
詩
「
哉
、
正
秩
に
感
、
ず
二
首
」
其
一
一
ハ
翁

あ
ら

日
〉
広

Jdr「
蓮
〈
む
花
)
落
ち
て
育
男
〔
青
黒
い
蓮
の
賓
い
露
は
る
い

と
歌
わ
れ
る
。
こ
の
意
味
で
、
コ
ハ
在
h

の
「
蓮
花
ハ
秋
賓
ナ
ル
。
故

ニ
秋
ノ
房
ト
公
ヘ
リ
」
と
あ
る
の
が
正
し
い
。
佐
久
注
、
顧
皐
韻
・
周

汝
岡
崎
『
岳
居
易
詩
選
』
ハ
人
民
文
準
出
援
社
、
一
九
八
二
年
再
版
〉
、
鴻
兆

千
・
胡
操
輪
『
壊
山
盛
代
詩
選
』
(
江
四
人
民
出
寂
枇
、
一
九
八

O
年〉、

梁
撃
江
吋
白
岩
易
持
選
』
(
廉
東
人
民
出
版
就
、
一
九
八
六
年
〉
、
岡
村
繁

集
h

一
一
一
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
蓮
房
ハ
蓮
蓬

γ
の
費

目。。

と
こ
ろ
が
、

m
p諜
は

「

秋

の

花

で

あ

る

白

い

や

つ

ぼ
み
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
る
」

Q
文
露
』
本
も
ほ
ぼ
同
じ
〉
と
し
、
大
曾

「

秋

の

花

で

あ

る

白

い

ふ

く

ら

ま

せ

て

い

る
い
と
す
る
。
こ
の
誤
判
一
時
の
東
国
は
、

244掛
吾
の
諜
り
(
「
秋
一
身
誌
秋
季

の
花
な
り
。
房
は
花
ぷ
さ
'
な
り
」
〉
広
も
と
づ
く
ら
し
い
。
蓮
の
花
は
、
色

の
紅
白
に
闘
部
な
く
、
一
般
に
一
泉
に
咲
く
水
花
と
さ
れ
る
(
撰
審
吋
麿

詩
壊
時
記

i
四
挙
と
風
怪
』
一
一
一
九
頁
以
下
参
照
)

9

ま
た
川
口
・
大
曾
根

諜
は
、
「
初
」
仏
そ
れ
ぞ
れ
、
「
も
う
は
や
」
ハ
吋
文
庫
』
本
で
は
「
早

く
も
」
)
、
と
課
す
が
、
い
ず
れ
も
誤
り
む
こ
の

は
、
も
の
ご
と
の
渡
端
に
さ
か
の
ぼ
っ
べ
る

よ
う
や
く
:
:
:
し
た
ば
か
り
」
の
意
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
柳
讃
喜
代
志
「
和
漢
朗
詠
集
異
文
考
」
ハ
諮
掲
)
に
は
、

『
自
民
文
集
』
と
の
文
字
の
異
同
を
考
議
し
て
い
う
、

「
薬
い
字
を
「
磯
」
字
に
作
る
の
は
、
書
盟
字
類
訟
に
よ
る
詑
脅

か
ハ
『
委
漢
朗
読
集
考
授
h

設
〉
。
あ
る
い
は
、
「
紅
脚
機
関
」
の
「
薬
」
と

「
自
芙
蓉
」
の
「
房
」
、
花
の
峡
げ
る
春
と
駄
の
鼓
景
の
封
句
を
窓

圏
し
て
改
め
た
も
の
か
。
本
詩
は
携
関
の
紅
葉
と
芙
蓉
の
白
い
花
を

素
材
に
秋
の
美
景
を
述
べ
て
挨
拶
と
し
た
詩
。

こ
の
考
設
も
、
震
を
花
と
す
る
誤
り
を
犯
す
。
ま
た
上
旬
を
春
、
下

旬
を
秋
と
す
る
説
与
も
従
い
が
た
い
。
卒
地
に
く
ら
べ
て
涼
し
い
山
中

の
秋
景
の
特
色
を
捉
え
た
封
旬
、
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
c

筆
者
は
、

通
行
の
「
晩
葉
」
よ
り
、
吋
和
漢
朗
詠
集
』
の
「
晩
礎
」
の
ほ
う
が
、

白
詩
の
原
形
に
沼
い
の
で
は
な
い
か
と
愚
考
す
る
。
社
甫
の
「
鄭
陸
純
文

'
r
-
hソ

に
陪
し
て
何
将
軍
の
山
林
に
遊
ぶ
十
首
」
其
四
に
も
、
「
疏
議
晩
花

を
帯
ぶ
」
と
あ
り
、
の
蒐
鴻
抹
『
譲
社
心
解
』
巻
一
一
に
「
蓋
し
花
の

耀
く
開
き
す
る
。
晩
議
は
、
こ
の
晩
花
と
問
義
一
語
で
あ

る。

rみ ゆ

ナ

-
一
一
泊

「
い
ま
し
も

と

輿お
き

夢
得

鱈
る
し一



態
識
経
語
諮
、
開
籍
衣
槽
鴎
年
香
」

。
開
成
五
年
〈
八
一
ニ
入
)
、
作
者
六
七
歳
、
洛
援
で
の

朱
〉
。
太
子
少
捧
分
司
装
任
。
夢
得
は
劉
馬
錫
の
字
。
罰

J

間
四
錫
は
蛍
時
、

洛
揚
で
太
子
賓
客
分
一
時
に
在
任
す
る
ハ
ポ
孝
萱
『
劉
馬
錫
年
蜘
聞
い
な
ど
〉
。

せ

う

ゑ

ん

っ

と

お

「
興
い
は
起
床
の
意
。
叫
持
続
旧
小
誰
「
小
苑
い
に
「
照
的
に
輿
き
夜

あ

し

た

お

に
蝶
ぬ
」
、
陶
淵
鰐
「
閤
田
む
居
に
鰐
る
五
首
」
其
三
に
「
換
に
輿
者

く

わ

う

あ

い

を

事

て
荒
織
を
理
む
」
と
る
る
。
活
揚
域
内
の
履
遁
思
空
自
宅
で
の
作
。
一
史

衣
を
行
な
う
立
一
度
の
自
の
作
で
あ
ろ
う
。

。
お
同
盟
鐙
〕
川
内
燈
の
光
を
讃
の
方
に
向
け
て
暗
く
す
る
、

ω燈

を
盤
の
背
後
に
移
し
て
ほ
の
暗
く
す
る
意
。
一
一
七
番
の
注
参
殿

Q

吋
抄

注
』
に
「
光
ノ
方
ヲ
壁
一
一
向
フ
ル
也
い
と
あ
る
の
は
、
悼
の
伊
立
場
で
あ

る
。
川
口
誌
に
「
売
を
こ
ち
ら
に
む
け
、
躍
一
の
方
へ
背
を
む
け
る
こ

と
」
と
注
し
、
「
抵
の
方
に
背
を
む
け
た
煙
火
」
(
『
文
庫
』
本
も
同
じ
)

と
諜
ず
る
。
大
曾
根
謬
も
「
鑓
の
方
を
背
に
し
た
楼
火
」
と
す
る
が
、

再
考
を
要
す
る
。
と
く
に
傍
貼
を
合
し
た
額
所
は
理
解
で
き
な
い
。
光

の

に

な

ろ

う

。

〈
花
房

ち

な

み

に

、

「

濁

背

・

(
前
掲
〉
に
球
、
ほ
ぼ
弐
の
ご
と
く
い
う
、

背
燈
と
は
、
殆
ん
ど
常
に
襲
に
つ
く
と
き
、
も
し
く
は
す
で

に
つ
い
て
い
る
と
き
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
る
。
と
も
し
び
な
と
ば
り

い
う
v
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『
和
装
関
誌
集
加
摂
政
唐
詩
詮
調
停
補
訂
斡
ハ
鏑
木
〉

の

か

げ

に

う

す

J

ぼ
ん
や
り
し
た
あ
か
り
の
中
に
寝
じ
っ
く
と

い
う
光
景
は
、
中
晩
唐
拐
の
澗
熟
し
た
都
合
文
化
に
お
け
る
生
活
に

ふ
さ
わ
し
い
。
中
溝
以
後
で
は
、
少
く
と
も
詩
を
作
る
ほ
ど
の
文
人

た
ち
の
生
活
で
は
あ
か
り
を
と
も
し
た
ま
ま
寝
る
で
あ
っ

た
よ
う
だ
。

あ
か
つ
き

の
勢
」
〈
巻
口
〉
応
、
「
・
宥
(
夜

澄

合理
総 1まり
今年音
'"t::._，. IC1、

議
tr 
Lー

と
あ
る

と
あ
る
。

0
 

0
〔
関
箱
衣
欝
-

M
H
)

に
「
結
を
開
い
て
試
み

と
あ
り
、
同
「
秋
に
感
じ
て

ぬ

き

た
生
衣
を
脱
、
ぎ
て
熟
衣
を
著
る
い
と
あ
る
。

和
訓
は
「
す
ず
し

(
巻
お
、
後
築
審

こ
の
衣
は
生

で
、
多
乙
着
る

巻
一
、
生
衣
・

つ
ま
り
、

の
諜

法
相
罵

に
引
く
第
、
中
師
(
葎
大
典
〉
の

生
熟
ハ
、
ネ
ル
ト
、
ネ
ラ
ヌ
ト
ナ
ル
ベ
シ
。
九
ソ
車

ノ
衣
ハ
、
多
ク
ネ
ラ
ヌ
ヲ
用
品
。
ノ
紗
診
・
ノ
類
、

ナ
リ
。

ひ
と
え
〕

コ

レ

と
あ
る

9

は、

他
の
雑
物
を
除
去
し
て
、

す

る

よ

び

そ

の

し
な
や
か
に
し
光
津
を
豊
か
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中
園
詩
文
論
叢

第
九
集

に
行
な
う
動
作
(
渡
部
武
書
注
『
四
民
月
令
|
漠
代
の
歳
時
と
農

も

ち

み

う

す

ぎ

た

時
』
平
凡
社
・
東
洋
文
庫
、
一

O
一
頁
)
。
た
だ
し
、
生
衣
は
穀
や
紗
の

夏
衣
裳
だ
け
で
な
く
、
腕
や
葛
の
短
衣
を
も
含
む
よ
う
で
あ
る
。
雌
子

の
類
。

た
め
」

し
ゃ
う
び

白
居
易
「
蓄
額
正
に
聞
き
、
春
酒
初
め
て
熟
す
。
因
り

て
劉
十
九
・
張
大
夫
・
崖
二
十
四
を
招
き
て
、
同
に
飲
む
」
「
翠
頭
竹

葉
経
春
熟
、
階
底
蓄
額
入
夏
開
」

O
元
和
十
三
年
(
八
一
八
)
の
初
夏
、
作
者
四
七
歳
、
江
川
で
の
作

(
花
房
・
朱
)
。
江
州
司
馬
在
任
。
白
居
易
の
住
ん
だ
江
州
の
官
宅
は
、

淳
陽
城
(
九
江
市
)
の
西
門
外
に
あ
っ
て
、
温
浦
口
に
近
く
、
し
か
も

長
江
に
臨
む
幽
静
な
場
所
に
あ
っ
た
(
王
拾
遺
『
白
居
易
博
』
一
四
一
頁

参
照
)
。
「
蓄
額
」
は
、
本
詩
の
第
三
句
「
火
の
似
き
浅
深
紅
は
架

を
医
す
」
に
よ
れ
ば
、
階
(
中
庭
か
ら
堂
に
の
ぼ
る
階
段
)
前
の
架
に
一

面
に
は
わ
せ
た
鑑
賞
用
の
パ
ラ
で
あ
る
。
高
耕
「
山
亭
夏
日
」
詩
の

「
満
架
の
蓄
額
一
院
香
し
」
は
、
と
く
に
著
名
で
あ
る
。
松
浦
友
久

編
『
校
注
唐
詩
解
樟
辞
典
』
一
八

O
頁
(
大
修
館
書
庖
、
一
九
八
七
年
)

参
照
。
「
春
酒
」
は
、
寒
い
多
に
し
こ
み
、
春
に
醗
酵
し
た
ば
か
り
の

新
酒
を
い
う
。

劉
十
九
は
、
名
は
未
詳
。
十
九
は
排
行
。
畳
間
陽
の
慮
士
(
『
唐
人
行
第

-
一
四
七
番

江
川
滞
在
中
の
酒
友
・
碁
敵
。
顧
皐
謂
・
周
汝
昌

『
白
居
易
詩
選
』
や
顧
周
子
損
「
白
居
易
年
譜
簡
編
」
(
『
白
居
易
集
』
第

り
ゅ
う
か

四
珊
所
牧
)
な
ど
に
、
劉
朝
を
指
す
と
す
る
の
は
誤
り
。
朱
『
筆
校
』

一
O
七
五
頁
の
考
詮
参
照
。
張
大
夫
の
「
夫
」
は
街
字
、
大
は
排
行
第

一
を
指
す
。
名
は
未
詳
(
朱
『
筆
校
』
も
言
及
せ
ず
)
。
崖
二
十
四
は
、

崖
成
、
字
は
重
易
(
『
唐
人
行
第
録
』
一

O
八
頁
以
下
)
。
『
奮
唐
書
』
巻
一

九

O
下
、
文
苑
停
の
崖
威
博
な
ど
参
照
。
白
居
易
は
、
弟
(
白
行
簡
)

の
死
後
、
そ
の
作
品
集
の
序
文
執
筆
を
依
頼
し
て
い
る
。
大
和
八
年

(
八
三
四
)
、
浸
。
白
居
易
に
「
崖
常
侍
を
祭
る
文
」
(
巻
叩
)
が
あ

る。 銭
』
一
五
八
頁
)
。

O
〔
窪
頭
〕
嘗
時
、
警
の
な
か
で
酒
を
醸
し
、
蓄
え
た
。
『
六
注
』

に
「
頭
リ
ト
ハ
、
大
瓶
ノ
中
ト
云
(
フ
)
義
也
」
と
あ
る
。
「
頭
」
を

中
の
意
に
と
る
。
六
六
番
の
注
参
照
。
た
だ
し
、
窒
頭
の
語
は
、
通
常

「
で
き
た
て
の
新
酒
を
入
れ
た
酒
が
め
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
ら
し

い
。
唐
の
張
彦
遠
編
『
法
書
要
録
』
巻
三
に
牧
め
る
唐
の
何
延
之
の

「
蘭
亭
記
」
に
は
、
「
初
め
て
熟
せ
し
酒
」
を
江
東
で
は
「
桐
(
十
作
)

面
」
、
河
北
で
は
「
護
頭
」
と
い
う
と
す
る
。
本
詩
を
含
め
た
白
詩
五

例
の
う
ち
、
少
く
と
も
四
例
は
合
致
す
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
慈
周
『
葛
原
詩
話
後
篇
』
巻
三
に
指
摘
さ
れ
、
西
村
富
美
子
『
白

柴
天
』
(
角
川
書
庖
、
一
九
八
八
年
)
も
、
「
墾
頭
」
を
「
か
め
の
意
。
醸



さ
れ
た
ば
か
り
の
新
酒
を
入
れ
た
か
め
」
と
注
す
る
(
二
六
九
頁
〉
。
ち

な
み
に
、
白
居
易
「
徴
之
に
輿
ふ
る
書
」
(
巻
必
〉
に
「
江
酒
(
江
州
の

酒
〉
極
め
て
美
し
」
と
あ
り
、
同
「
首
夏
」
(
巻

m
〉
に
も
「
簿
陽
(
江

り
ち
ょ
う

州
〉
は
美
酒
多
し
」
と
歌
う
。
こ
れ
は
、
中
唐
の
李
肇
『
唐
園
史
補
』

巻
下
「
銭
酒
名
著
者
」
の
僚
に
、
唐
代
の
名
酒
の
一
つ
と
し
て
涛
陽
の

温
水
」
を
あ
げ
る
こ
と
と
符
合
す
る
。

。
〔
竹
葉
〕
『
六
注
』
に
「
酒
ノ
美
名
也
」
と
あ
り
、
江
戸
末
期

の
山
田
信
義
『
翠
雨
軒
詩
話
』
巻
二
、
竹
葉
の
僚
に
は
、
「
酒
ト
イ
ハ

ズ
シ
テ
竹
葉
ト
用
タ
ル
」
例
と
し
て
、
本
詩
句
を
あ
げ
る
。
「
竹
葉
」

は
本
来
、
固
有
名
詞
(
大
曾
根
注
参
照
〉
。
こ
こ
で
は
美
酒
の
代
稀
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
「
蓄
額
」
に
封
す
る
封
を
意
識
し
た
表
現
で
も
あ
ろ

う
。
川
口
注
に
「
酒
を
か
も
す
時
、
竹
葉
を
な
か
に
入
れ
る
と
清
潔
に

み
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
酒
を
竹
葉
と
も
い
う
」
(
『
文
庫
』
本
も
同
じ
〉

と
あ
る
の
は
誤
解
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
白
詩
「
銭
湖
州
〔
徽
〕
は

巴

ゃ

く

か

し

ゅ

ご

と

う

し

ゅ

あ

ひ

箸
下
酒
を
以
て
、
李
蘇
州
〔
諒
〕
は
五
酸
酒
を
以
て
、
相
夫
い
で
寄
せ

到
る
。
:
:
:
」
(
巻
却
〉
に
、
「
傾
く
れ
ば
竹
葉
の
如
く
樽
に

b
ち
て

織
な
り
」
と
あ
る
句
に
よ
っ
て
明
瞭
で
あ
る
。
青
み
が
か
っ
た
酒
の
色

か
ら
竹
の
葉
に
た
と
え
た
も
の
。

し
り
だ
お
さ
む

篠
田
統
『
中
園
食
物
史
』
(
柴
田
書
庖
、

、
〉
円
ノ
、

h
h
v
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一
九
七
四
年
〉

『
和
漢
朗
詠
集
』
所
牧
唐
詩
注
樟
補
訂
骨
(
植
木
〉

一
O
一
頁
に

酒
の
仕
込
は
、
い
そ
げ
ば
七
月
(
以
下
勿
論
書
暦
〉
に
も
仕
込
む

が
、
気
温
が
高
い
か
ら
儀
り
良
い
酒
は
で
き
な
い
。
理
想
は
九
月
九

日
重
陽
の
日
に
仕
込
む
の
で
、
初
多
の
聾
を
き
け
ば
衣
の
多
酒
に
か

か
る
。
し
た
が
っ
て
、
搾
る
の
は
花
見
酒
か
ら
初
夏
に
か
け
て
が
盛

り
で
、
早
い
正
月
酒
も
あ
る
語
だ
。

こ
の
酒
が
ふ
つ
う
縁
酒
と
よ
ば
れ
、
:
:
:
本
嘗
に
縁
色
の
酒
が
あ

る
も
の
だ
ろ
う
か
。
漉
し
方
が
あ
ら
い
の
で
粕
が
、
浮
い
て
い
て
、
丁

度
春
の
池
水
に
藍
藻
が
わ
い
た
時
み
た
い
に
青
緑
色
に
感
じ
ら
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
も
っ
と
青
く
な
る
と
、
日
本
語
の
酒
機

嫌
の
語
原
な
る
「
竹
葉
」
に
比
せ
ら
れ
る
わ
け
だ
。

ま
た
、
同
『
中
園
食
物
史
の
研
究
』
(
前
掲
〉
「
中
世
の
酒
」
の
僚
に

は
、
ま
ず
唐
詩
の
縁
酒
の
用
例
を
あ
げ
、
「
酒
色
の
ミ
ド
リ
と
い
う
の

は
ク
サ
色
と
い
う
よ
り
も
、
青
み
が
か
っ
た
目
白
宮
の
E
Z
m吋
0
0
ロ、

染
め
や
の
「
青
竹
」
色
と
み
て
よ
さ
そ
う
だ
。
き
れ
ば
、
酒
色
は
し
ば

し
ば
竹
の
葉
に
た
と
え
ら
れ
る
」
と
指
摘
す
る
。
他
方
、
青
木
正
児

『
抱
樽
酒
話
』
「
六
現
泊
の
光
」
(
『
青
木
正
見
全
集
』
〔
春
秋
社
〕
四
二
、

三
頁
〉
に
も
い
う
。

唐
代
、
酒
の
色
は
淡
黄
色
が
普
、
通
で
あ
る
が
、
特
殊
な
も
の
と
し

て
縁
・
紅
・
白
の
三
種
が
あ
っ
た
。
総
酒
は
唐
人
の
詩
に
多
く
、
唐

の
李
威
用
の
「
短
歌
行
」
に
「
一
隼
(
樽
〉
ノ
緑
酒
染
メ
シ
於
モ
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中
園
詩
文
論
叢

第
九
集

綾
な
り
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
六
四
四
)
と
あ
る
。

ち
な
み
に
、
今
井
清
「
白
楽
天
の
詩
に
見
え
る
酒
に
つ
い
て
(
上
)
」

(
『
大
東
文
化
大
串
紀
要
』
第
二
一
蹴
〔
人
文
科
皐
〕
、
一
九
八
三
年
)
に
は
い

》
勺
ノ
、

ア
ル
コ
ー
ル
度
は
、
卒
岡
〔
武
夫
〕
教
授
の
読
に
よ
れ
ば
、
僅
か

に
三
度
で
あ
る
。
日
本
酒
十
六
度
以
上
に
比
べ
て
、
い
か
に
弱
い
か

が
分
ろ
う
。
わ
が
園
で
雛
祭
り
に
女
の
子
が
飲
む
甘
酒
と
同
程
度
だ

と
思
え
ば
よ
い
。

。
〔
経
春
熟
〕
白
詩
「
閑
居
し
て
春
蚕
く
」
(
前
掲
)
に
も
、
「
奮
を

あ

ひ

そ

掲
け
て
倫
か
に
嘗
む
新
た
に
熟
せ
し
酒
」
と
あ
る
。
(
幻
)

O
〔
階
底
〕
階
は
中
庭
か
ら
堂
へ
の
ぼ
る
階
段
。
「
も
と
」
と
訓
じ

う

ち

ほ

と

り

る
「
底
」
に
は
、
裏
・
下
・
前
・
濯
な
ど
の
意
が
あ
る
(
張
相
『
詩
詞

曲
語
辞
匪
樺
』
巻
一
、
底

ωの
僚
)
。
こ
こ
は
、
階
前
・
階
漫
の
意
で
あ
ろ

》
勺
ノ
。

〔注〕

(

1

)

た
だ
し
、
杜
甫
の
詩
に
見
え
る
亙
峡
は
、
三
峡
の
穂
稿
、
も
し
く
は

三
峡
の
代
表
と
し
て
多
用
さ
れ
る
。
巌
耕
堂
一
『
唐
代
交
通
園
考
』
第
四

巻
、
一
一
二
五
、
六
頁
参
照
。

(

2

)

紳
女
を
夢
み
た
の
は
、
じ
つ
は
楚
の
懐
王
と
宋
玉
の
二
人
で
あ
り
、

裏
王
と
は
全
く
無
関
係
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
梅
原
郁
謬
注
『
夢
渓
筆

談
』
三
(
平
凡
社
・
東
洋
文
庫
、
一
一
二
頁
)
参
照
。

(

3

)

巌
耕
宰
『
唐
代
交
通
園
考
』
第
四
巻
に
牧
め
る
国
十
五
「
唐
代
滑
水

濁
江
間
山
南
剣
南
匡
交
通
園
」
参
照
。

(

4

)

種
村
箕
山
『
詩
皐
耕
一
号
』
巻
下
、
似
の
保
参
照
。

(

5

)

津
阪
孝
縛
『
夜
航
詩
話
』
巻
四
に
は
、
「
紛
も
亦
た
必
ず
し
も
白
を

謂
は
ず
。
轄
じ
て
花
の
撞
麗
を
稀
す
」
と
し
て
、
本
句
な
ど
を
あ
げ

る。

(

6

)

原
田
淑
人
『
吋
胤
化
粧
と
装
身
具
』
(
万
水
書
房
、
一
九
八
七
年
)

ゃ
、
前
掲
の
志
田
論
文
、
孫
機
「
唐
代
婦
女
的
服
装
輿
化
粧
」
(
『
文

物
』
一
九
八
四
年
四
期
)
、
周
訊
・
高
春
明
『
中
園
歴
代
婦
女
肱
飾
』

(
三
聯
書
庖
〔
香
港
〕
、
一
九
八
八
年
)
「
黛
肩
書
術
」
の
候
と
、
同
書

一
二
九
頁
の
一
五
七
番
の
固
な
ど
参
照
。

(

7

)

劉
堅
「
校
勘
在
俗
語
詞
研
究
中
的
運
用
」
(
『
中
園
語
文
』
一
九
八
一

年
六
期
)
参
照
。

(

8

)

『
白
居
易
家
譜
』
(
中
園
旗
揚
出
版
社
、
一
九
八
三
年
)
に
牧
め
る

「
履
道
里
第
宅
記
」
も
参
照
に
値
す
る
。

(

9

)

佐
久
注
の
説
に
擦
る
。

(
叩
)
白
居
易
「
憶
江
南
詞
三
首
」
其
一
(
巻
弘
、
後
集
巻
3
)

に
、
「
日

出
江
花
紅
勝
火
、
春
来
江
水
練
如
藍
」
と
あ
る
。

(
日
)
王
鋲
『
詩
詞
曲
語
欝
例
樟
』
(
増
訂
本
)
一
一
九
頁
に
、
「
乗
、
有

H

頗
ヘ
H

甚
u

義
」
と
あ
る
。

(
ロ
)
陳
植
・
張
公
弛
『
中
園
歴
代
名
園
記
選
注
』
(
安
徽
科
皐
技
術
出
版

社
、
一
九
八
三
年
)
が
す
ぐ
れ
る
。



ハ
日
〉
拙
稿
「
唐
代
詩
人
新
媒
年
鋒
ハ
ロ
〈
弘
前
大
挙
人
文
撃
部
可
文
経
論

叢
』
第
二
一
一
一
程
一
一
一
桂
、
一
九
八
八
年
〉
拳
照
。

(
日
比
〉
小
島
繁
之
吋
王
朝
翼
詩
選
』
ハ
器
波
文
庫
〉
白
入
頁
に
は
、
「
一
般
に

欝
跡
、
接
撞
な
ど
を
訪
れ
て
感
慨
に
ふ
け
る
な
ど
の
持
舗
に
よ
く
用
い

る
語
」
と
あ
る
。

(
日
〉
小
川
環
樹
場
・
山
本
和
義
叫
蘇
東
城
詩
集
』
第
三
品
別
〈
筑
鰻
機
一
殿
、
一

九
八
六
年
)
二
二
四
一
員
務
的
問
。
た
だ
し
、
こ
の
指
摘
を
続
く
。

〈
日
〉
拙
穣
「
唐
代
作
家
新
疑
年
銭
円
切
」
〈
『
文
較
論
叢
』
二
五
を
一
一
一
続
、
一

九
九

O
年
〉
畿
照
。

ハ
ロ
〉
「
按
、
府
県
本
「
一
一
い
下
段
「
十
」
字
、
今
補
。
亭
一
一
十
、
郎
副
李
紳
、

集
中
屡
見
」
と
あ
る
。

(
国
〉
西
村
留
美
子
町
自
繁
天
』
〈
前
倒
抑
〉
に
、
本
句
を
「
慈
胤
に
懐
撃
す

れ
ば
、
一
一
一
月
塞
き
」
と
議
hu
が
、
謀
議
で
あ
ろ
う
ハ
一
九
七
頁
)
。

〈m
M

〉
一
克
和
十
年
は
大
、
十
一
年
は
争
、
十
一
一
一
年
は
犬
、
十
四
年
は
小
の
丹

で
あ
る
。

ハ
初
〉
問
論
文
は
積
い
て
い
う
、
「
担
だ
「
堂
一
一
騨
喜
一
」
の
題
下
に
「
一
一
一
月
農
」

と
注
を
し
て
い
る
。
こ
の
詩
は
賓
拭
自
賠
易
と
緊
密
に
関
係
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
箆
の
町
一
泉
川
義
』
二
十
二
首
の
一
つ
。
こ
の
詩

脊
を
彼
は
自
居
易
の
弟
の
持
簡
に
手
寓
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
し
か
も

自
若
易
に
同
じ
題
の
和
詩
〈
。
吋
∞
吋
〉
が
あ
る
。
は
じ
め
か
ら
由
諸

易
を
意
識
し
て
作
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
。

〈
れ
〉
問
甥
舎
出
版
刊

q
…
神
間
喜
一
蕗
全
集
』
第
一
一
一
審
所
牧
。

ハ
詑
〉
元
集
患
は
、
一
川
和
十
一
一
一
年
(
八
一
八
〉
の
夏
、
麗
山
を
出
て
、
校
管
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町
出
相
模
朗
詠
集
』

(
植
木
〉

搬
観
察
使
袈
苛
立
の
幕
府
へ
赴
く
。
『
系
年
h

七
・
一
二
五
一
良
識
砂
熊
。

ハ
お
〉
明
の
馬
党
議
本
を
底
本
に
し
た
朱
豆
諸
校
』
は
「
秋
芳
い
に
存
り
、

そ
り
校
記
に
い
う
、
司
芳
、
宋
本
・
那
設
本
・
証
本
誤
作
『
房
』
、
金
一

〔
蓬
〕
詩
法
去
、
士
作
〈
房
〉
と
と
。
お
そ
ら
く
馬
本
や
思
議
刷
詩
h

の
「
芳
い
は
つ
揚
」
の
形
設
で
為
ろ
う
。

ハ弘〉

ml関
武
夫
・
今
井
議
校
定
明
自
長
文
集
』
第
一
部
に
、
「
大
下
、
各

本
有
夫
字
。
金
滞
本
、
大
夫
二
字
孫
校
補
。
間
夫
字
下
去
、
続
無
本
無
。

謹
〔
文
弼
〕
校
一
山
、
夫
字
疑
街
。
蛍
是
」
と
あ
る
。
議
懇
胡
校
司
自
居

易
集
』
や
朱
『
護
校
h

も
興
じ
く
街
字
と
見
な
す
。

〈
お
〉
吾
村
富
美
子
吋
白
柴
天
』
(
前
掲
〉
に
、
こ
の
三
人
の
博
は
不
詳

ハ
一
一
六
九
一
良
〉
と
す
る
の
は
、
や
や
軽
卒
で
あ
る
。
少
く
と
も
握
威
の

博
記
は
か
・
な
り
わ
か
る
。

ハ
お
〉
『
新
棒
』
に
よ
れ
ば
、
『
尺
靖
双
魚
』
ハ
明
の
熊
宣
機
輯
〉
の
注
に
見

え
る
説
ら
し
い
。

ハ
灯
〉
吋
私
注
』
に
「
モ
ト
」
と
議
む
。


